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研究成果の概要（和文）：中世日本の知のアーカイヴスである寺院経蔵の聖教典籍群を、諸分野と連携し、儀礼や図像
の水準を複合し綜合的に認識するため、“宗教テクスト”という研究概念を構築した。真福寺大須文庫をはじめ、民間
に伝承されるテクスト群に及び、悉皆的かつ復原的な目録作成と電子データ化を遂行し、考証と解釈を試み、その全体
像と体系について着実にデータを蓄積した。その中核となる禅籍の解明など画期的な成果を得て、グローバルな研究発
信と展覧会等による社会への還元も果たした。それを踏まえ、人文学全体の活性化に貢献し、未来に継承すべき“宗教
テクスト遺産”について更なる探査と研究を推進する機関を設立し、展開するための基盤を築いた。

研究成果の概要（英文）：In order to comprehensively understand the cluster of sacred writings held in 
temple repositories, the archives of medieval Japanese knowledge, and to achieve an integrative analysis 
of ritual and icons in cooperation with various disciplines, we developed the concept of “religious 
texts.” The project catalogued and digitalized texts of Shinpukuji Osu Bunko and texts of popular 
circulation. Analyses and interpretative research yielded data providing a synoptic view of this system. 
Groundbreaking progress was made in the elucidation of Zen texts, the core of the project. We were able 
to return the fruits of this research to society through global dissemination and public exhibitions. Our 
project thus contributed to the revitalization of the humanities as a whole, established an institution 
facilitating research on the heritage of religious texts which must be transmitted to successive 
generations, and laid the foundation for the advancement of this research.

研究分野： 日本文学／中世文学／宗教テクスト学／日本思想史／芸能史
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１．研究開始当初の背景 
 中世寺院がいかなる知のアーカイヴスで
あったか、その全体像を綜合的に解明するこ
とは、人文諸学にとって等しく豊かな資史料
の基盤を提供すると共に、新たな学問領域開
拓のフロンティアである。既に文学研究の側
からの長期にわたる科研共同研究、基盤（B）
「中世寺院の知的体系の研究」（2000～2006）
「中世宗教テクスト体系の復原的研究」
（2007～2009）による基礎的な成果があり、
それを踏まえ、本研究はより広汎な人文諸学
各分野の先端的研究を組織化して結集した。 
 一方、研究代表者の属す名古屋大学文学研
究科の 10 年間にわたる COE「統合テクスト科
学の構築」と GCOE「テクスト布置の解釈学的
研究と教育」（2002～2011）では、方法理論
としてのテクスト解釈学の実践的展開を、ア
ーカイヴスを構成する宗教テクストのフィ
ールドにおいて試みることが求められた。真
福寺をはじめ対象となるアーカイヴスやそ
のテクストは、地域にとっても貴重な文化遺
産として、研究成果の社会への還元は必須で
あり、海外との学術交流の推進においても、
この資源を介して国際的な研究拠点を築く
ことは急務であった。こうした人文学に求め
られる社会的・国際的要請に応えることを前
提として、更に、歴博など人間文化研究機構
の諸機関および国立諸大学の人文学関連分
野の研究者との連携による共同研究を発展
させることも、重要な責務である。文学以外
でも歴史学の「宗教遺産学の構築」（京都大
学）と美術史学の「大画面説話画研究」（学
習院大学）との協力と共同は、それらを基盤
において支えつつ研究理念を相乗的に錬磨
する効用が期待された。 
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 このような経緯により設立された、調査／
研究／連携展開の各フィールドは、領域融合
型研究によって遂行される多元複合の人文
学の実験であり、その仮説モデルとして宗教
テクスト学が提案されたのである。 
 
 
２．研究の目的 
 最も興味深い宗教文化を生みだした中世
という時代区分を焦点として、日本における
“宗教テクスト”についての綜合的・包括的
な研究を通し、その学術体系の構築を課題と
する。その対象は多岐にわたるが、基本的に
三つの方向からアプローチする。 
 
（１）寺院経蔵を中心に、それらを構成する
諸種の水準のアーカイヴスの生成・伝来過程
の解明を含めた、聖教文献の目録およびデー
タベース化を通じたそれらの体系の復原的
な探査を目指す。 
 
（２）テクストを、儀礼（法会、唱導、祭礼、
芸能など身体所作・パフォーマンスに及ぶ）
の次元での機能の位相と、図像（本尊・曼荼
羅・肖像・絵図・説話画・荘厳・絵巻絵本な
どのイメージ）の次元との関連展開する位相
との相関として捉え、宗教テクストを文化的
表象の動態の許に位置付ける。 
 
（３）人文学の基盤となる資料学を、宗教テ
クストの解明のため諸学を横断してその成
果を集約することにより、先端的かつ国際的
な人文学の高度化を目指す。日本の宗教テク
ストは、研究資源としても無尽蔵というべき
豊かな宝庫である。本研究により、それらの
成果が統合されれば、卓越したあらたな学術
創成の基礎を築くことが可能となる。 
 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成すべく、各フィールドに
二種の調査研究組織を設けた。主に寺院経蔵
を対象とするアーカイヴス創成や、資料探査、
目録作成、データ化等の基盤的作業を中心と
する機動性のあるワーキング・グループ（WG）
を複数組織する。同時に、それを経てテクス
ト化された資料により、課題を設定し問題提
起を行う解釈研究を推進するスタディ・チー
ム（ST）を立ち上げ、各自の主題毎に分野を
横断したパーティとして自律的な研究活動
を行う。それは自ずから成果としての注釈、
資料集、論集等の執筆編集に従事することに
なる。これらの組織による調査研究は、常に
社会（資料所蔵者、機関、地域自治体、市民、
企業、メディア等）との連携と協働を、その
活動において実践することも、方法の一環で
ある。成果還元と発信の方途として、学術論
文や書籍だけでなく、自治体誌や展覧会図録
など市民向けの媒体も計画された。 
 



４．研究成果 
 全体を基盤的アーカイヴス構築（１）、学
術的研究成果（２）、国際的研究発信と社会
連携（３）に分けて記述する。 
 
（１）基盤的アーカイヴ構築 
真福寺大須文庫の調査については、「調査

研究会」を設立（2011）し、書庫改修に合わ
せ、悉皆調査と目録化の基礎となる全点の点
検目録を作成、断簡の復原と整理を完了しデ
ータベースによる入力作業を開始した。基本
台帳「黒板目録」の入力作業も始めた。猿投
神社典籍については、漢籍の再調査と電子ア
ーカイヴス化への準備に着手した。花祭花太
夫文献は探査による目録を完成し「花祭アー
カイヴス」構想を立ち上げた。勧修寺大経蔵
については聖教目録を完成、重文指定の為に
文化庁による点検中である。富士市六所家資
料東泉院聖教については目録化を完了し、資
料集編集に至っている。 
 
（２）学術的研究成果 
研究代表者による本研究の成果を綜合し

た体系的論著『中世日本の宗教テクスト体
系』（2013）は、諸テクスト位相を網羅展望
し、それらを統合する論理構造を示す。代表
者の編になる研究分担者、連携研究者、研究
協力者による綜合研究成果『中世文学と寺院
資料・聖教』（2010）、同じく代表者の編にな
る、地域のアーカイヴスと宗教テクストを網
羅し体系的に紹介した『愛知県史別編文化財
4典籍』（2015）の調査執筆も併行して行われ
た。学術資料として、真福寺の調査にもとづ
く『中世禅籍叢刊』の刊行計画が決定し、そ
の第一巻『栄西集』（2013）を刊行、他にも
準備が進められている。また、『無住 研究
と資料』（2012）の編集刊行を助成した。代
表者による人間文化研究機構の公募共同研
究「中世仏教における儀礼テクストの総合的
研究」の成果「歴博蔵『転法輪鈔』翻刻と解
題」の作成を支援し、これを掲載する年報
（2015 刊行予定）にその総論にあたる論文を
執筆した。この他、多数の論文が執筆され、
各分野の学会で講演・発表等により成果を発
信した。 
 
（３）国際的発信と社会連携 
特筆すべきは、本研究の最先端の成果の多

くを国際学術研究交流の場において発表し
たことである。EAJS 第 13 回タリン大会パネ
ル「中世日本の宗教的身体観」（2011）をは
じめ、本科研を主催・共催とする海外日本研
究拠点大学における研究集会（ロンドン大学
2011、ハーバード大学 2012、イリノイ大学
2013、台湾政治大学 2014 等）において代表
者や分担者が中心となり宗教テクストに関
わる研究成果が発信され、名古屋大学では毎
年国際研究集会を催して、多くの国内外の研
究者に課題と成果が共有された。社会との連
携と成果共有の実績としては、名古屋市博物

館と共催した「大須観音」展と図録『大須観
音』の刊行（2012）、同じく「奥三河のくら
しと花祭・田楽」における「花祭アーカイブ
ス」展示（2013）、城端絵解きフォーラム開
催（2013）と『城端別院の虫干法会』刊行
（2014）、法隆寺聖徳太子絵伝講演会（2013）、
仁和寺伝法会講演会（2012・2013）など、多
岐にわたる。 
 
 以上の実績を元に、研究と連携交流を推進
する機関として名古屋大学文学研究科附属
人類文化遺産テクスト学研究センター（CHT）
が設置（2014）された。 
 こうして 2013 年度までに目標とする主要
な課題をほぼ完成し、または実現の目処が立
った為、CHT を拠点とする大型研究課題を計
画し、最終年度前年度に応募し、採択された
のが基盤（S）「宗教テクスト遺産の探査と綜
合的研究」であり、これは副題にうたう「人
文学アーカイヴス・ネットワークの構築」を
より広汎にかつ国際的に推進し、人類の文化
遺産としての宗教テクストの記憶庫として
のアーカイヴス創成を目指すものである。 
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